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歯
科
用
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ
Ｔ
に
よ
る
画
像

支
援
穿
刺
法�

歯･

本
田 

和
也
教
授

「
ロ
ハ
ス
の
家
」で
浅
部
地
中
熱
利
用

技
術
を
研
究�

工・伊
藤 

耕
祐
准
教
授

　

歯
学
部
の
放
射
線
科
と

は
、
い
さ
さ
か
毛
色
の
変
わ

っ
た
分
野
で
あ
る
。
専
攻
の

動
機
は
？

　
「
駿
河
台
日
大
病
院
の
病

院
長
だ
っ
た
父
親
が
、
医
学

部
消
化
器
内
科
の
内
視
鏡
や

胃
カ
メ
ラ
の
専
門
家
。
自
分

と
し
て
も
、
放
射
線
科
で
関

節
鏡
と
い
う
同
じ
新
分
野
に

魅
力
を
感
じ
て
」。

　

歯
学
部
放
射
線
学
講
座
の

開
設
は
大
正
13
年
と
日
本
で

一
番
古
く
、
２
代
目
の
鈴
木

勝
教
授
は
そ
の
後
の
第
６
代

日
本
大
学
総
長
。
様
々
な
面

で
の
輝
か
し
い
研
究
成
果
を

誇
る
同
科
の
６
代
目
科
長
と

し
て
、
教
授
自
身
も
来
年
に

は
90
周
年
記
念
式
典
を
主
催

す
る
立
場
だ
。

　

そ
の
本
田
教
授
、
大
学
院

生
時
代
は
「
胎
児
の
下
顎
骨

の
成
長
研
究
」
に
取
り
組

み
、
研
究
の
た
め
解
剖
学
教

室
へ
行
か
さ
れ
た
。
週
の
う

ち
４
日
間
が
解
剖
で
、
２
日

間
が
放
射
線
学
で
の
教
室
の

生
活
。
そ
ん
な
４
年
間
が
今

考
え
る
と
大
き
く
役
立
っ
て

い
る
そ
う
で
あ
る
。

　
「
Ｘ
線
は
実
体
の
影
を
追

う
が
、
解
剖
は
ズ
バ
リ
本

物
。
両
者
を
き
ち
ん
と
比

較
、
確
認
で
き
た
こ
と
が
、

そ
の
後
の
研
究
に
与
え
た
影

響
は
は
か
り
し
れ
な
い
」

　

実
証
の
精
神
が
生
き
た
一

つ
の
例
は
、
あ
ご
が
痛
む
顎

関
節
症
の
治
療
法
に
関
し
て

だ
。
膝
に
水
が
溜
ま
っ
て
歩

け
な
く
な
る
変
形
性
膝
関
節

症
と
同
じ
く
、
顎
関
節
症
も

あ
ご
の
関
節
に
水
が
溜
ま
っ

て
、
最
悪
の
場
合
は
口
が
動

か
ず
、
食
べ
物
を
噛
む
こ
と

も
で
き
な
く
な
る
。

　

こ
の
た
め
最
後
の
治
療
方

法
と
し
て
あ
ご
の
関
節
に
注

射
針
を
刺
し
て
水
を
抜
き
、

炎
症
を
抑
え
る
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
な
ど
を
注
入
す
る
。
手
法

と
し
て
は
膝
と
同
じ
だ
が
、

あ
ご
の
奥
に
あ
る
脳
と
の
境

は
最
も
薄
い
部
分
で
１
㍉
以

下
。
そ
の
隙
間
を
つ
き
刺
し

て
し
ま
う
危
険
性
が
指
摘
さ

れ
て
い
る
他
、
あ
ご
の
形
や

骨
格
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
注
射
針

の
刺
し
方
を
教
え
る
「
教
科

書
」 

は
平
均
値
の
角
度
を
指

示
し
て
い
た
。

パ
ソ
コ
ン
で
測
る
方
法
発
見

　

何
よ
り
注
射
針
を
刺
す
位

置
は
、
専
門
医
が
触
診
に
よ

っ
て
探
り
当
て
て
い
た
の
が

こ
れ
ま
で
の
例
。
こ
の
た
め

昔
は
「
何
百
例
と
や
ら
な
い

と
、
上
手
く
で
き
な
い
」
と

い
っ
た
専
門
医
の
手
腕
と
経

験
任
せ
の
世
界
だ
っ
た
。

　

そ
こ
で
得
意
分
野
の
Ｘ
線

画
像
を
使
っ
て
、
個
々
の
患

者
に
応
じ
た
注
射
針
を
刺
す

角
度
、
届
く
距
離
を
、
パ
ソ

コ
ン
上
で
測
る
方
法
を
生
み

出
し
た
の
が
本
田
教
授
。
６

年
前
に
論
文
発
表
し
、
そ
の

後
５
年
間
の
長
期
経
過
を
経

て
、手
法
と
し
て
確
立
し
た
。

　

背
景
に
あ
る
の
は
飛
躍
的

な
電
子
技
術
の
進
歩
だ
。
歯

科
用
に
特
化
し
た
３
Ｄ
で
判

る
コ
ー
ン
ビ
ー
ム
Ｃ
Ｔ
を
10

年
前
に
開
発
し
た
の
は
、
歯

学
部
の
新
井
嘉
則
特
任
教

授
。
元
々
は
隣
の
席
に
座
る

本
田
教
授
が
旧
来
の
多
層
断

層
撮
影
装
置
に
対
す
る
不
満

を
言
い
募
っ
て
い
る
の
を
聞

い
た
の
が
、
考
案
の
発
端
。

そ
の
後
も
本
田
教
授
は
臨
床

面
か
ら
開
発
を
支
え
た
。

　

お
か
げ
で
、
昔
は
２
時
間

か
か
っ
た
治
療
が
今
で
は
20

田
教
授
一
族
の
医
師
・
歯
科

医
師
は
、
甥
や
姪
ま
で
含
め

て
計
25
人
。
４
人
兄
弟
の
う

ち
兄
も
同
じ
日
大
歯
学
部
の

口
腔
外
科
医
、
姉
２
人
は
日

大
の
薬
学
部
卒
だ
。
教
授
は

日
大
豊
山
高
校
か
ら
歯
学
部

へ
、
妻
は
日
大
豊
山
女
子
高

校
か
ら
歯
学
部
へ
進
学
し
た

１
年
後
輩
で
現
在
歯
科
医
院

を
開
業
。
一
男
一
女
の
子
供

２
人
も
日
大
歯
学
部
を
卒
業

し
研
修
医
と
、
オ
ー
ル
日
大

の
一
大
フ
ァ
ミ
リ
ー
で
あ

る
。

　
「
今
後
は
注
射
針
の
刺
す

位
置
を
よ
り
細
か
く
確
定

し
、
将
来
的
に
は
人
に
代
わ

っ
て
機
械
が
刺
す
よ
う
に
な

る
の
が
ゴ
ー
ル
。
さ
ら
に
歯

科
の
範
疇
（
は
ん
ち
ゅ
う
）

を
超
え
る
が
、
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
し
か
な
い
製
剤
に
代
わ
っ

て
、
痛
み
が
再
発
し
な
い
新

薬
を
開
発
で
き
れ
ば
最
高
」

と
、
夢
は
広
が
る
。

Ｉ
Ｖ
Ｒ
を
前
面
に

　

 

新
病
院
の
建
設
着
工
を

皮
切
り
に
、
お
茶
の
水
界
隈

で
の
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
の

機
運
が
高
ま
っ
て
い
る
。
Ｘ

線
Ｃ
Ｔ
画
像
を
用
い
て
、
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
画
面
上
で
実

際
の
手
術
を
事
前
に
シ
ュ
ミ

レ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
ま
で
画

像
支
援
治
療
技
術
は
進
化
し

て
い
る
そ
う
で
、「
今
後
は

放
射
線
診
断
技
術
の
治
療
的

応
用
を
意
味
す
る
Ｉ
Ｖ
Ｒ

（
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ナ

ル
・
ラ
ジ
オ
ロ
ジ
ー
）
を
前

面
に
打
ち
出
し
て
い
き
た

い
」
と
意
気
込
ん
で
い
る
。

　

本
田
　
和
也
（
ほ
ん

だ
・
か
ず
や
）
昭
和
57
年

歯
学
部
歯
学
科
卒
、
61
年

大
学
院
歯
学
研
究
科
歯
科

放
射
線
学
専
攻

博
士
課
程
修

了
。
本
学
の
助
手
、
ノ
ル

ウ
エ
ー
オ
ス
ロ
大
学
で
の

研
究
を
経
て
、
平
成
17
年

に
歯
学
部
講
師
。
19
年
か

ら
教
授
。
専
門
は
顎
関
節

の
成
長
・
発
育
と
骨
変
化

の
病
態
解
明
。
日
本
歯
科

放
射
線
学
会
、
日
本
顎
関

節
学
会
、
顎
・

顔
面
・
放
射
線

学
会
（
国
外
）、
日
本
口

腔
科
学
会
、
日
本
口
腔
診

断
学
会
な
ど
に
所
属
。
東

京
都
出
身
。
56
歳
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

　
伊
藤
　
耕
祐
（
い
と

う
・
こ
う
す
け
）
昭
和
61

年
東
北
大
学
卒
業
後
、
日

野
自
動
車
で
エ
ン
ジ
ン
の

研
究
開
発
に
16

年
間
従
事
。
平

成
17
年
東
北
大
学
博
士
課

程
修
了
。
同
大
学
助
手
、

仏
リ
ヨ
ン
工
科
大
学
研
究

員
な
ど
を
経
て
、
平
成
21

年
本
学
工
学
部
准
教
授
。

博
士
（
工
学
）。
日
本
ト

ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
学
会
な
ど

に
所
属
。
本
来
の
専
門
分

野
は
摩
擦
・
摩

耗
・
潤
滑
（
ト

ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
）
だ
が
、

本
学
着
任
後
は
「
ロ
ハ
ス

工
学
」
と
い
う
新
分
野
を

開
拓
中
。

プ
ロ
フ
ィ
ル

将
来
は
機
械
が
注
射
針
を
刺
す

長
時
間
の
治
療
を
大
幅
に
短
縮

　
「
ロ
ハ
ス
の
工
学
」
を
教

育
・
研
究
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

掲
げ
る
工
学
部
は
全
６
学
科

共
同
で
「
ロ
ハ
ス
の
家
」
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
取
り
組
ん
で

い
る
。「
ロ
ハ
ス
」(LOHAS

＝Lifestyles Of Health 
And Sustainability)

と

は
、
健
康
で
持
続
可
能
な

様
々
な
生
活
様
式
の
こ
と

で
、「
ロ
ハ
ス
の
家
」と
は「
エ

ネ
ル
ギ
ー
自
立
」
と
「
自
然

と
の
共
生
」を
可
能
と
し「
ロ

ハ
ス
を
実
現
す
る
家
」
の
こ

と
。
そ
の
研
究
施
設
「
ロ
ハ

ス
の
家
１
号
」
が
２
０
０
９

年
１
月
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
一

画
に
設
置
さ
れ
て
以
降
、
昨

年
ま
で
に
３
棟
が
完
成
。

種
々
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　

例
え
ば
、「
１
号
」
で
は

住
宅
の
基
礎
と
し
て
使
わ
れ

る
鋼
管
杭
（
く
い
）
に
、
熱

媒
液
が
循
環
し
て
流
れ
る
採

熱
管
を
挿
入
し
て
地
中
か
ら

熱
を
採
り
出
し
暖
房
を
行

う
。
そ
れ
に
用
い
る
ヒ
ー
ト

ポ
ン
プ
の
駆
動
電
力
は
す
べ

て
太
陽
光
発
電
等
の
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
賄
う
。
全

面
ガ
ラ
ス
張
り
の
「
２
号
」

で
は
設
計
と
運
用
の
工
夫
で

太
陽
の
光
と
熱
を
効
率
的
に

活
用
す
る
「
パ
ッ
シ
ブ
デ
ザ

イ
ン
」
手
法
を
研
究
し
、「
３

号
」
で
は
「
１
号
」
と
「
２

号
」
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
統

合
・
発
展
さ
せ
る
と
共
に
、

雨
水
の
浄
化
・
再
使
用
シ
ス

テ
ム
に
よ
る
「
水
の
自
立
」

を
目
指
す
―
と
い
っ
た
具

合
。

　

機
械
工
学
科
の
伊
藤
准
教

授
は
、
そ
の
中
で
「
浅
部
地

中
熱
利
用
技
術
の
開
発
」
に

携
わ
る
。
浅
部
地
中
熱
と
は

地
表
か
ら
深
さ
10
～
20
㍍
ま

で
の
部
分
に
蓄
え
ら
れ
て
い

る
太
陽
の
熱
の
こ
と
で
、
こ

れ
を
冷
暖
房
や
給
湯
に
利
用

し
よ
う
と
い
う
も
の
。「
地

中
熱
セ
ン
タ
ー
」
と
名
付
け

た
、
ロ
ハ
ス
の
家
に
隣
接
す

る
実
験
施
設
２
系
統
と
「
１

号
」
で
目
下
、
実
験
に
取
り

組
む
。「
浅
部
地
中
の
温
度

は
変
動
が
大
き
く
熱
利
用
が

困
難
と
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
工
夫
次
第
で
十
分
利
用

価
値
が
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

シ
ス
テ
ム
で
採
用
し
て
い
る

特
殊
な
鋼
管
杭
基
礎
は
設
置

コ
ス
ト
も
安
く
、
最
適
設
計

に
よ
り
免
震
機
能
を
も
付
与

す
る
こ
と
が
で
き
、
福
島
の

復
興
住
宅
に
最
適
な
シ
ス
テ

ム
と
な
り
得
ま
す
」
と
伊
藤

の
１
に
す
ぎ
な
い
。
こ
の
現

状
を
技
術
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
工
夫
で
変
え
、
そ
れ
を

福
島
の
復
興
に
も
つ
な
げ
よ

う
と
し
て
い
る
。

数
件
の
受
託
研
究
も

　
「
ロ
ハ
ス
の
家
」
関
連
の

施
設
で
は
、
15
以
上
の
研
究

室
の
30
以
上
の
卒
業
研
究
が

進
め
ら
れ
て
い
る
他
、
３
件

の
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一

部
や
数
件
の
受
託
研
究
も
行

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
把

握
し
相
互
の
調
整
を
し
て
い

る
の
も
伊
藤
准
教
授
だ
。

　
「
建
築
学
科
が
パ
ッ
シ
ブ

住
宅
の
温
熱
環
境
の
研
究
を

す
る
一
方
で
、
機
械
工
学
科

は
地
中
熱
冷
暖
房
の
実
験
を

行
い
、
土
木
工
学
科
は
地
盤

と
免
震
の
研
究
に
取
り
組
む

と
い
っ
た
よ
う
に
、
異
な
っ

た
専
門
分
野
の
研
究
者
た
ち

が
多
岐
に
わ
た
っ
て
関
わ
っ

て
お
り
、
そ
の
橋
渡
し
を
す

る
の
も
私
の
役
割
。『
ロ
ハ

ス
の
家
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

リ
ー
ダ
ー
、
加
藤
康
司
教
授

率
い
る
創
成
学
研
究
室
の
准

教
授
と
し
て
、
も
ろ
も
ろ
の

世
話
を
焼
く
〝
ロ
ハ
ス
の
家

の
管
理
人
〟
と
い
っ
た
と
こ

ろ
で
す
」
と
笑
う
。

学
生
も
皆
活
き
活
き

　
「
ロ
ハ
ス
」
を
工
学
的
ア

プ
ロ
ー
チ
で
追
究
す
る
家
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
注
目
度
は

高
い
。
本
学
志
望
の
高
校
生

や
企
業
・
大
学
等
の
技
術

者
・
研
究
者
の
他
に
も
、
各

種
メ
デ
ィ
ア
、
政
治
家
、
行

政
官
か
ら
一
般
市
民
ま
で
、

平
均
で
月
に
８
団
体
、
約
１

０
０
人
が
見
学
に
訪
れ
る
と

い
う
。
累
積
見
学
者
は
６
月

に
４
０
０
０
人
を
超
え
た
。

東
日
本
大
震
災
後
、
関
心
は

一
層
高
ま
っ
て
い
る
が
、
見

学
者
を
案
内
す
る
の
も
同
准

教
授
の
役
割
だ
。

　
「
ロ
ハ
ス
の
家
と
ロ
ハ
ス

工
学
」
は
、
昨
年
度
日
本
機

械
学
会「
教
育
賞
」を
受
賞
。

伊
藤
准
教
授
は
「
私
が
一
番

う
れ
し
い
の
は
、
こ
の
研
究

に
関
わ
っ
て
い
る
数
十
名
の

学
生
た
ち
が
皆
活
き
活
き
し

て
い
る
こ
と
。『
家
』
を
取

材
に
来
る
メ
デ
ィ
ア
は
み
な

学
生
た
ち
の
写
真
を
撮
っ
て

帰
り
ま
す
」と
目
を
細
め
た
。

お
り
、
し
か
も
過
去
10
年
間

で
数
倍
に
増
え
て
い
る
が
、

日
本
市
場
は
欧
米
の
数
百
分

准
教
授
。

　

欧
米
や
中
国
で
は
地
中
熱

利
用
シ
ス
テ
ム
が
普
及
し
て

「ロハスの家」の見学前にプロジェクトを解
説する伊藤准教授。この日は地元の小学校
教員45人が見学に訪れた

歯科用コーンビームＣＴの活用で、治療
時間も大幅に短縮した

Ｘ線画像をもとに、個々の患者に応じ
た治療法を指導する本田教授

「ロハスの家３号」の前で解説する伊藤准教
授（中央）。見学者を引率して現場を案内する
のも仕事の一つ

復興住宅に最適システム
全学科共同プロジェクトの一つ
複雑多岐に進む研究の調整役も

分
で
済
み
、
被

爆
量
も
非
常
に

低
く
な
っ
た
。

か
つ
て
と
違

い
、
若
手
で
も

安
心
し
て
注
射

針
を
刺
す
治
療

に
従
事
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

滋
賀
県
長
浜

市
出
身
の
実
父

を
筆
頭
に
、
本


